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発行年月日 ２０２６年１０月１４日 
※そよ風は八幡平市等の補助金で作っています。 

＝発行責任者＝ 
八幡平市大更１８－３０１ 
森の子育て支援センター 
森の子保育園 園長 遠藤 武敬 

TEL.0195-70-1880 
FAX.0195-75-2045 
E-mail morinoko@wtep-suginokokai.com 
HP http://www.wtep- 

suginokokai.com/kosodate/ 

杉の子こども園 76-3345 
森の子保育園 70-1880 
平舘こども園 74-2025 
大更こども園 76-3526 
あしろこども園 72-2431 
畑 保 育 園 72-5511 
・保育時間：8：30～16：30 

・保育料：お子さんの年齢・保育時間に

よって異なります。 

一時保育 ご利用ください 

通院・美容院・冠婚葬祭・リフレッシュなどにどうぞ！  

事前に登録が必要になりますので、ご連絡ください。 

１時間単位でお預かりいたします。 

 

 

そ
よ
風 

 

川
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平
舘
こ
ど
も
園
園
長 

 
 

 

遠
藤 

一
子 

初めまして！ わたしは八幡平市で出張専門の助産院をしていま

す。 

月に 2回、森の子育て支援センターで助産師オープンデーを開催

しています。妊娠中の方や産後の育児相談、授乳相談、離乳食相談

や、ベビーマッサージや体操・マッサージ、親子ではじめる性教育

についてなど、母子が健やかに過ごすことができるようにお手伝い

しています。他には、お隣の二戸市で産後ケアや産後訪問なども行

っています。悩みや困ったこと、話をしたい聞きたいなんてことが

ありましたら、いつでもご相談くださいね♪ 

 

 アクティブディスカッションというコミュニケーション方法は知

っていますか？ アクティブディスカッションとは、自分や相手が

より良くなる、お互いを刺激し合ったりする相乗効果がうまれるコ

ミュニケーション方法です。パートナーや家族、友達との会話や関

係で困ったこと、一度はあるのではないでしょうか？ 一方通行な

会話していませんか？相手の気持ちを考えた言葉選びはできていま

すか？ 「ふーん」「そうなんだ」で会話を終わらせていません

か？ わたしは度々失敗して喧嘩してます！ 会話とは、目的のな

い日常的なおしゃべりや情報交換。対話は、互いの価値観の違いを

理解し深めるための深いコミュニケーションです。アクティブディ

スカッションでは、「耳・目・頭・心・空間・感覚」を使って、積

極的に対話をします。 

 

対話をする時におすすめなのが、「5W1H」。”いつ・どこ・だ

れと・なにを・なぜ・どうやって”を使って、質問したり話したり

すると、対話が弾みます。対話することで他者理解、自己理解が深

まり、”自主的に意思決定し、行動する自由を持つこと”にも繋が

ります。 

ぜひ、大切な人と大切な自分と素敵な対話をしてくださいね。 

 

 

アクティブディスカッション 
〜コミニュケーションツール〜 

 ひかり助産院 助産師 金谷ジャスミン 

 実りの秋。いろいろな野菜や果物がお店に並んでいます。子どもに食

材の興味をもたせる絶好の機会です！ そこで家族でお子さんと一緒

に水に浮く食べ物を調べてみませんか？ 

 

・水に浮く野菜 地上で育つ野菜 

 

 

 

 

・水に沈む野菜 地中で育つ野菜 

 

 

 

 

 

・地上で育つのに沈むものがある！ 

地上で育つトマトは本来水に浮きます。 

真っ赤に完熟したものは水に沈みます。 

その理由は糖度にあります。完熟したトマトは 

果実内の水分が減少して密度（比重）が 

高くなるためです。反対に、地中で育つ野菜でも 

水中で浮かぶ野菜があります。玉ねぎは、内部に 

空気をたくさん含んでいるため浮かびます。 

 

 

野菜を食べることも大切なことですが、五感（嗅覚・視覚・聴覚・触

覚・味覚）を使って野菜や食材に触れる機会をたくさん作ることで興

味がわき結果的に食べられるようになっていきます。ぜひご家庭でも

試してみてください！ 

 

に浮かぶ食材を調べてみよう！ 
 

松尾保育所 主任調理員兼主任用務員 盛内和子 

 
「子どもが転びやすい」「姿勢が悪く長く座っていられない」

「集中力が続かない」など子どもの様子が気になることはありま

せんか？もしかすると体幹の弱さが原因かもしれません。最近の

子ども達はスマホやゲームを長時間使用し、戸外で過ごすことが

少なくなっています。それにより体を支える機会が圧倒的に減っ

てきているようです。体幹は、体の軸となる部分なので姿勢の安

定やバランス感覚の向上が期待でき、運動能力の向上により子ど

も達の「できる！」という体験の積み重ねが自己肯定感の高まり

にもつながります。今から体幹を意識して鍛えることで姿勢を保

つ力やバランス感覚を育みやすくなり、日常生活にもよい変化が

期待できます。 

運動不足の予防としても効果的なので、ご家庭でも体幹トレー

ニングを一緒にしてみてください。 

 

＊ボール転がし 

①子どもは「あざらしのポーズ」をとる 

②保護者は横からボールを転がす 

③ボールに当たらないようにタイミング良くお尻を上げる 
☆子どもが慣れてきたら、ボールを転がすスピードを変えたり、フェイント
を入れたりすることでゲーム性が高まります。 

 

＊親の木登り 

①保護者が両腕と両足を軽く曲げ、木に見立てた姿勢で立つ 

②子どもは保護者の腕や脚に手足をかけ、できるだけ高い位置

までよじ登る 

 

＊雑巾がけ競争 

①子どもは両手で雑巾を押さえて、四つん這いになる 

②膝を軽く曲げ、お尻を持ち上げた姿勢で雑巾がけをする 

 

『親子で体幹トレーニング』 

東慈寺保育園 保育士 猪川優希 

 

土の上で育つ野菜は、中に空気を多く含
んでいます。重くても水に浮く仕組みに
なっています。 
カボチャ・キュウリ・ピーマン・リンゴ 

 

地中で育つ野菜は水分や糖分が詰まって

いて水よりも重いので沈みます。人参・

ジャガイモ・さつまいも・大根・レンコ

ン 

 

 

水 
 



 

日 月 火 水 木 金 土 

1 
お休み 

 

２ 
森の子あそぼう会 
クレヨンでお絵かき

をしよう 

９:００～１３:００ 

 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください  

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

３ 
 
お休み 
（文化の日） 

４ 
森の子あそぼう会 
防火教育のお話を聞

こう 

９:００～１３:００ 

 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 
園庭開放 

１４:００～１６:００ 

５ 
森の子あそぼう会 
砂場であそぼう 

 

９:００～１３:００ 

 

＊帽子、水分補給が

できるように水筒を

お持ちください 

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

６ 
森の子あそぼう会 
折り紙であそぼう 

 

９:００～１３:００ 

 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

７ 
お休み 

 

８ 
お休み 

 

９ 
森の子あそぼう会 
落ち葉あそびをしよ

う 

９:００～１３:００ 

 

＊帽子、水分補給が

できるように水筒を

お持ちください 

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

１０ 
たからっこ広場 
新聞紙あそび・折り

紙あそびをしよう 

１０：３０～１１:３０ 

 

たからっこ広場で一

緒に遊びましょう 

 

乳児・１歳児健診 

遊びの支援 

１３:００～ 

１１ 
森の子あそぼう会 
園庭の砂場で遊ぼう 

 

９:００～１３:００ 

＊帽子、水分補給が

できるように水筒を

お持ちください 

 

３歳児健診 

遊びの支援 

１３:００～ 

１２ 
森の子あそぼう会 
ボールあそびをしよ

う 

９:００～１３:００ 

 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

１３ 
森の子あそぼう会 
音楽に合わせてダン

ス・身体を動かそう 

９:００～１３:００ 

 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

１４ 
お休み 

 

１５ 
お休み 

 

１６ 
森の子あそぼう会 
園庭であそぼう 

 

９:００～１３:００ 

 

＊帽子、水分補給が

できるように水筒を

お持ちください 

 
園庭開放 

１４:００～１６:００ 

１７ 
森の子あそぼう会 
リズム運動をしよう 

 

９:００～１３:００ 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 

１歳半・２歳半児健診 

遊びの支援 

１３:００～ 

１８ 
森の子あそぼう会 
お散歩に出かけよう 

 

９:００～１３:００ 

 

＊帽子、水分補給が

できるように水筒を

お持ちください 

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

１９ 
松尾保育所 

あそぼう会 
「所庭であそびましょ

う」 

１０:００～１１:００ 

＊帽子、水分補給が

できるように水筒を

お持ちください 

 
園庭開放 

１４:００～１６:００ 

２０ 
森の子あそぼう会 
 

 

 

９:００～１３:００ 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

２１ 
お休み 

 

２２ 
お休み 

２３ 
 
 
お休み 
（勤労感謝の日） 

２４ 
森の子あそぼう会 
クリスマスツリーの

飾り付けをしよう 

９:００～１３:００ 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 
園庭開放 

１４:００～１６:００ 

２５ 
森の子あそぼう会 
新聞紙あそびをしよ

う 

９:００～１３:００ 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 
園庭開放 

１４:００～１６:００ 

２６ 
森の子あそぼう会 
お散歩に出かけよう 

９:００～１３:００ 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

 

第８回子育て教室 

お口の 
親子予防教室 

1７:0０～１８:００ 

２７ 
森の子あそぼう会 
トンネルくぐりをして

あそぼう 

９:００～１３:００ 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 
園庭開放 

１４:００～１６:００ 

２８ 
お休み 

２９ 
お休み 

 

３０ 
森の子あそぼう会 
手形を取ってあそぼ

う 

 

９:００～１３:００ 

＊水分補給ができる

ように水筒をお持ち

ください 

 

園庭開放 

１４:００～１６:００ 

  

 
   

 

 

我が家には、元気のいい息子２人、おしゃべり好きな娘が１人、毎日笑いあり、涙ありの楽しい生活を送って

います。 

あしろこども園には、13才になる長男の時からお世話になっています。 

年の離れた兄弟なので、長いことお世話になっていますが、年長さんになった末娘が最後。12年ほど通った

こども園が最後だと思うと、なんだか寂しい気持ちと子どもたちの成長をうれしく感じます。 

 

今思い返すと、息子 2人は 3才くらいまで、こども園に着くと毎日のように泣いていて、後ろ髪をひかれる

思いで出勤していました。娘はくっつくことがあっても泣くことはなく、笑顔でハイタッチをしてくれるので

私もどんより気分になることがなく、助かっています。 

次男のときから延長保育を頼むことになり、子どもたちはこども園にいる 

時間が長く、寂しい思いもさせてしまったかなと思う時があります。 

でも、子どもたちは、迎えに行くと今日の出来事を次々に話してくれて、 

楽しかったこと、うれしかったこと、ちょっと悲しかったこと、毎日いろ 

んなエピソードを教えてくれる帰り道がとても楽しいです。 

家では、8才の次男と 6才の娘が仲良く遊んでいるかと思えば、泣き声が 

聞こえ…長男が仲裁に入ってくれたかと思えば、ケンカがヒートアップし… 

毎日のことながら、こちらが泣きたくなる日もあります。笑  

 

子どもを３人育てていても、どうしたらよかったのか、どんな声かけをしたら良かったのか、反省したり、悩

んだりすることもありますが、夫や先輩ママに頼りながらその時を楽しむようにしています。 

それぞれ個性が違い、毎回「そうきたか！」といった具合ですが、それもまた楽しみの一つだと思い、子ども

と一緒に成長を楽しみたいと思います。 

杉
の
子
こ
ど
も
園 

祖
父 

藤
原 

善
生 

 
じ
じ
と
ば
ば
の
知
恵
袋 

★松尾保育所
あそぼう会

是非遊びにいらしてください！

 

 

私
た
ち
に
は
孫
が
六
人
お
り
ま
す
。
十
六
歳
、
十
四
歳
、
十
一
歳
、
十
歳
、

五
歳
、
三
歳
で
す
。
そ
の
中
の
五
歳
と
三
歳
の
孫
が
杉
の
子
こ
ど
も
園
で
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

  

昔
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
子
育
て
の
中
で
大
切
に
し
て

き
た
「
知
恵
」
が
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
子
供
が
転
ん
で
泣
い
た
と
き
、
「
痛
か
っ
た
ね
」
と
気
持
ち
を
受

け
止
め
て
か
ら
、
「
エ
ー
ボ
ー
ト
ー
ザ
イ
、
カ
ー
ラ
ケ
マ
ン
ザ
イ
、
ハ
ッ
タ
ギ

ハ
ネ
レ
バ
、
カ
ラ
ス
モ
ヨ
ロ
コ
ブ
、
い
た
い
の
、
い
た
い
の
、
と
ん
で
け
ー

ー!!

」
と
言
う
痛
み
が
和
ら
ぐ
「
お
ま
じ
な
い
」
を
言
っ
て
フ
ー
、
フ
ー
と
優

し
く
患
部
に
息
を
か
け
て
、
「
よ
く
立
ち
上
が
っ
た
ね
」
と
声
を
か
け
る
こ

と
。 失

敗
し
た
と
き
も
、
す
ぐ
に
答
え
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
「
ど
う
し
た
ら

で
き
る
の
か
な
？
」
と
一
緒
に
考
え
る
こ
と
。
ど
れ
も
、
子
供
の
心
を
育
て
る

大
切
な
関
り
で
す
ね
。
五
歳
と
三
歳
の
孫
を
見
て
い
る
と
、
毎
日
の
小
さ
な
出

来
事
の
中
に
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
感
じ
ま
す
。
靴
を
自
分
で
は
こ
う
と
し
た

り
、
弟
や
友
達
を
気
に
か
け
た
り
、
昨
日
ま
で
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
い
つ

の
間
に
か
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。 

 

子
育
て
は
、
昔
と
今
で
は
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
「
で
き

た
こ
と
を
一
緒
に
喜
ぶ
」
「
失
敗
し
て
も
温
か
く
見
守
る
」
と
い
う
大
切
な
こ

と
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
を
、
今
の
子
育
て
に
も
少
し
ず
つ

取
り
入
れ
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
み
ん
な
で
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
。 じ

じ
と
ば
ば
は
釜
石
で
暮
ら
し
て
お
り
日
々
八
幡
平
の
孫
に
は
会
え
ま
せ
ん

が
、
休
日
に
は
釜
石
に
来
て
私
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
ひ
と
時
の
喜
び
を
幸
せ
に

感
じ
て
い
ま
す
。
二
度
と
な
い
幼
い
こ
の
時
期
を
目
に
焼
き
付
け
な
が
ら
孫
た

ち
と
楽
し
み
た
い
で
す
。 

春
は
野
菜
、
花
の
種
ま
き
と
遠
足
、
夏
は
夕
涼
み
会
、
秋
は
運
動
会
・
収
穫

祭
な
ど
た
く
さ
ん
の
行
事
の
た
び
に
お
便
り
を
い
た
だ
き
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

各
行
事
で
の
子
供
た
ち
の
活
躍
に
は
大
き
な
成
長
を
感
じ
誇
ら
し
く
思
い
ま

す
。 今

後
、
孫
た
ち
が
卒
園
す
る
ま
で
出
来
る
限
り
じ
じ
、
ば
ば
も
元
気
で
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

日
頃
、
園
長
先
生
や
諸
先
生
方
の
孫
た
ち
へ
の
大
き
な
愛
情
と
た
く
さ
ん
の

ご
指
導
に
感
謝
し
ま
す
。 

 

みきママの子育て奮闘記 あしろこども園 保護者 宮野 未来 

★第８回子育て教室は★

 

森の子あそぼう会        の予定です。 


